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(57)【要約】
　【課題】除塵力が均一で、フィルター体の塵埃除去効
率の高い空気調和機を提供する。
　【解決手段】通風路（図示せず）内に、フィルター１
４とその外周囲を保持する枠体１５からなるフィルター
体６と、送風機（図示せず）を設け、フィルター１４の
上流側表面に所定圧力で接触し、軸体２０とそれに固着
された清掃体２３より成り塵埃を捕集する除塵体１９と
、除塵体１９を通風路内で往復移動させる駆動体２６を
備え、除塵体１９とフィルター１４の接触部の断面を、
それぞれ山部２３ａ、１４ａと谷部２３ｂ、１４ｂを有
する略波形状に形成すると共に、清掃体２３の毛丈の長
さを略同一としたもので、フィルター１４を波形状にす
ることで、有効面積が増えて圧力損失が減少し、フィル
ター体６の強度も向上し、清掃体２３の毛丈の長さを略
同一とすることで、それとフィルター１４との接触力は
、フィルター１４の全域で均一になり塵埃の取り残し無
く確実に除塵が行える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸込み口と排気口を有する本体ケースに、室内の浮遊塵埃を含む外気を前記吸込み口から
前記排気口に導く通風路を形成し、前記通風路内に、多数の細孔を有するフィルターと該
フィルターの外周囲を保持する枠体で構成された塵埃捕集用のフィルター体と、送風機を
設け、前記フィルターの上流側表面に所定圧力で接触すると共に、軸体と該軸体に固着さ
れた清掃体より成り塵埃を捕集する除塵体と、前記除塵体または前記フィルター体のいず
れかを前記通風路内で所定距離往復移動させる第１の駆動手段を備え、前記除塵体と前記
フィルターの接触部の断面を、それぞれ山部と谷部を有する略波形状に形成すると共に、
前記清掃体の毛丈の長さを略同一としたことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
フィルターの谷部と、前記谷部に接触する清掃体の山部のそれぞれにフラット面を形成し
たことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
除塵体を回転自在に構成したことを特徴とする請求項１又は２に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に関するもので、特に、フィルター体の自動清掃機能を有する空
気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の空気調和機として、シート状で多数の細孔を有するフィルターと、前記
フィルターの表面に沿って上下に往復移動可能に設けられたブラシと、前記ブラシを往復
移動させる移動手段を備え、前記移動手段を駆動して、前記ブラシを上下に移動させなが
ら、前記フィルターの上流側の表面に堆積した塵埃を擦り落とすようにしたものがある（
例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、フィルターの断面形状を、波形や櫛刃状に形成して、所定空間内でその有効面積
を増やすようにして、送風機への外気の流れがスムーズになるようにした空気調和機があ
る（例えば、特許文献２参照）。送風機への外気の流れがスムーズになると、すなわち圧
力損失が減少されると、送風機の低出力化すなわち小型化及び長寿命が可能となり、フィ
ルターによる塵埃の捕集量の増加も可能となる。また、フィルターの断面形状を、波形や
櫛刃状に形成することにより、屈曲部が多く確保されるので、フィルター全体の強度が向
上し、捕集された塵埃によりフィルターが目詰まり状態になっても、送風機の吸引力に打
ち勝ち、その変形が防止できるという効果を有している。
【特許文献１】特開２００１－１７０４３０号公報
【特許文献２】特開平６－１９３９０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献２に開示されたような断面が波形や櫛刃状に形成されたフ
ィルターを有する従来の空気調和機に、上記特許文献１に開示されたような従来のブラシ
を採用し、そのブラシでフィルターに堆積した塵埃を取り除こうとすると、ブラシの突出
代、すなわち、ブラシの根元部から先端までの長さがほぼ均一なため、ブラシの根元部付
近で、フィルターの山部を、また、ブラシの先端部付近でフィルターの谷部をそれぞれ清
掃することになって、ブラシとフィルターとの接触力が谷部、山部で不均一となり、除塵
効率が低下するという課題があった。
【０００５】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、除塵力を均一にして、フィルター体全体
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の塵埃除去効率の高い空気調和機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の空気調和機は、吸込み口と排気口を有する
本体ケースに、室内の浮遊塵埃を含む外気を前記吸込み口から前記排気口に導く通風路を
形成し、前記通風路内に、多数の細孔を有するフィルターと該フィルターの外周囲を保持
する枠体で構成された塵埃捕集用のフィルター体と、送風機を設け、前記フィルターの上
流側表面に所定圧力で接触すると共に、軸体と該軸体に固着された清掃体より成り塵埃を
捕集する除塵体と、前記除塵体または前記フィルター体のいずれかを前記通風路内で所定
距離往復移動させる第１の駆動手段を備え、前記除塵体と前記フィルターの接触部の断面
を、それぞれ山部と谷部を有する略波形状に形成すると共に、前記清掃体の毛丈の長さを
略同一としたもので、多数の細孔を有するフィルターの断面形状を、略波形状に形成する
ことで、所定空間内でその有効面積を増やすことが出来、送風機への外気の流れをスムー
ズに、すなわち圧力損失が減少されるので、送風機は低出力化が可能となり小型化及び長
寿命が可能となり、フィルター体の塵埃捕集量の増加も可能で、かつ、フィルター体の強
度も向上するので、目詰まり状態でも、送風機の吸引力に打ち勝ち、その変形が防止でき
る。
【０００７】
　また、断面が略波形状のフィルターに接触する除塵体の断面も波形状にすることで、清
掃体が左右に変形しようとしても、波形の山部と、谷部および、山部と谷部を繋ぐ傾斜部
により、変形が減少される。特に、清掃体の山部、谷部および傾斜部における清掃体の毛
丈の長さを略同一とすることで、山部、谷部および傾斜部に当接する接触力は全て均一と
なり、フィルター全域に渡り、除塵の取り残しむら等はなくなり確実に除塵が行える。
さらに、前記除塵体乃至フィルター体のいずれかが、第１の駆動手段により移動する場合
も、山部と谷部及び傾斜部がそれぞれガイドレールの役目を果し、特に、各清掃体の全長
が均一の為、除塵体が左右にぶれることなく、確実にフィルターの上流側表面をストレー
トに移動し除塵作業を、塵埃の取り残しなく、効率よく実施することが出来る。なお、フ
ィルターの谷部を、フィルターの周囲を保持する枠体の上流面より上流側に位置させるよ
うにすれば、清掃時等に於いて、塵埃が枠体に引っかかることがなく、塵埃処理がよりス
ムーズに出来る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の空気調和機は、除塵力が均一で、フィルター体全体の塵埃除去効率の高い空気
調和機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　第１の発明は、吸込み口と排気口を有する本体ケースに、室内の浮遊塵埃を含む外気を
前記吸込み口から前記排気口に導く通風路を形成し、前記通風路内に、多数の細孔を有す
るフィルターと該フィルターの外周囲を保持する枠体で構成された塵埃捕集用のフィルタ
ー体と、送風機を設け、前記フィルターの上流側表面に所定圧力で接触すると共に、軸体
と該軸体に固着された清掃体より成り塵埃を捕集する除塵体と、前記除塵体または前記フ
ィルター体のいずれかを前記通風路内で所定距離往復移動させる第１の駆動手段を備え、
前記除塵体と前記フィルターの接触部の断面を、それぞれ山部と谷部を有する略波形状に
形成すると共に、前記清掃体の毛丈の長さを略同一としたもので、多数の細孔を有するフ
ィルターの断面形状を、略波形状に形成することで、所定空間内でその有効面積を増やす
ことが出来、送風機への外気の流れをスムーズに、すなわち圧力損失が減少されるので、
送風機は低出力化が可能となり小型化及び長寿命が可能となり、フィルター体の塵埃捕集
量の増加も可能で、かつ、フィルター体の強度も向上するので、目詰まり状態でも、送風
機の吸引力に打ち勝ち、その変形が防止できる。
【００１０】
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　また、断面が略波形状のフィルターに接触する除塵体の断面も波形状にすることで、清
掃体が左右に変形しようとしても、波形の山部と、谷部および、山部と谷部を繋ぐ傾斜部
により、変形が減少される。特に、清掃体の山部、谷部および傾斜部における清掃体の毛
丈の長さを略同一とすることで、山部、谷部および傾斜部に当接する接触力は全て均一と
なり、フィルター全域に渡り、除塵の取り残しむら等はなくなり確実に除塵が行える。さ
らに、前記除塵体乃至フィルター体のいずれかが、第１の駆動手段により移動する場合も
、山部と谷部及び傾斜部がそれぞれガイドレールの役目を果し、特に、各清掃体の全長が
均一の為、除塵体が左右にぶれることなく、確実にフィルターの上流側表面をストレート
に移動し除塵作業を、塵埃の取り残しなく、効率よく実施することが出来る。なお、フィ
ルターの谷部を、フィルターの周囲を保持する枠体の上流面より上流側に位置させるよう
にすれば、清掃時等に於いて、塵埃が枠体に引っかかることがなく、塵埃処理がよりスム
ーズに出来る。
【００１１】
　第２の発明は、特に、第１の発明のフィルターの谷部と、前記谷部に接触する清掃体の
山部のそれぞれにフラット面を形成したもので、フィルターの谷部が略三角形状の場合は
、塵埃を含んだ外気は山部から谷部を繋ぐ傾斜部に沿って谷部の頂点に向かいガイドされ
て塵埃が溜まり易く、かつ圧縮されるので、塵埃除去が困難になるが、フィルターの上流
側谷部にフラット面を形成することで、塵埃が谷部の底部に圧縮して堆積せず、フラット
状に堆積するようになるので、除去し易くなる。
【００１２】
　第３の発明は、特に、第１または第２の発明の除塵体を回転自在に構成したもので、フ
ィルターと除塵体の接触抵抗が軽減でき、第１の駆動手段の駆動力は小さく済むので、小
型軽量化が可能となる。当り前であるが、両者の接触速度は、フィルターの速度が除塵体
より大の方が、除塵効果は向上する。
【００１３】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施例によ
って本発明が限定されるものではない。
【００１４】
　（実施例１）
【００１５】
　図１は、本発明の第１の実施例における空気調和機の断面図、図２は、同空気調和機の
フィルター体と除塵体の取付け状態を示す横断面図、図３は、同フィルター体と除塵体の
取付け構成を示す図、図４は、図３のＡ－Ａ断面図、図５は、同除塵体の清掃体の斜視図
である。
【００１６】
　図１～５において、１は、室内の壁２に取り付けられた本体ケースで、上方に室内の塵
埃を含んだ外気を吸引するための吸込み口３を、下方に清浄空気を室内に排出する排気口
４を、それぞれ有していて、吸込み口３と排気口４とを連通する通風路５が形成されてい
る。
【００１７】
　前記通風路５には、上流から下流に向かい、通過する塵埃を捕獲するフィルター体６と
、冷気や暖気を供給する熱交換器７と、室内空気を吸込み口３から吸引し、熱交換器７を
通して、熱交換器７で熱交換された空気を排気口４から排出するための送風機８が収納さ
れている。
【００１８】
　さらに、本体ケース１内には、送風機８の回転数や、前記熱交換器７の冷気や暖気のエ
ネルギーをそれぞれ制御する制御体９が、制御室１０に収納されている。
【００１９】
　また、本体ケース１の一部には、フィルター体６で捕獲された塵埃を廃棄処理等するた
めの開閉蓋１１が設けられている。フィルター体６は、多数の細孔を有する薄いシート状
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の素材を、山部１４ａと谷部１４ｂ及び傾斜部１４ｃよりなる横断面が櫛刃状に形成され
たフィルター１４と、該フィルター１４の外周囲を保持する枠体１５より構成されている
。本実施例では、フィルター１４は、その谷部１４ｂが、枠体１５の上流面１５ａより上
流側に位置するよう、枠体１５に固着されている。
【００２０】
　枠体１５の上流面１５ａには、フィルター１４の左・右端のそれぞれに対向して、一対
のガイド１６が上流側に向けて、かつ、枠体１５の上端１５ｂから下端１５ｃ間に立設し
て形成され、そのガイド１６には、後述する除塵体１９の軸体２０の両端を移動自在に支
持する長軸受１６ａが形成されている。
【００２１】
　さらに、枠体１５の上流面１５ａには、左側のガイド１６の内側に位置するとともに、
該ガイド１６に並行して形成されギア２１ａを有するギア受け壁２１と、右側のガイド１
６の外側に位置するとともに、該ガイド１６に並行して、後述する除塵体１９のローラー
２２に移動自在に嵌合するローラー受け溝下１５ｄが形成されている。
【００２２】
　１５ｅは、枠体１５の裏面、すなわち下流面１５ｆに、下流側に突出するように形成さ
れた一対の突起である。
【００２３】
　１９は、フィルター体６のフィルター１４で捕集された塵埃を除去し、フィルター１４
を新鮮にして、外気をスムーズに通過させるための除塵体であり、軸体２０と、軟質材よ
りなるシート状の清掃体２３から構成され、軸体２０は、放射状で横長に延在し先端側が
フィルター１４の断面形状と同形の櫛刃状に形成され、清掃体２３が取り付けられる清掃
体取付部２０ａと、両端に設けられ、一対のガイド１６の長軸受け１６ａに移動自在に保
持される軸部２０ｂを備えている。また、清掃体２３の上端と下端は、それぞれフィルタ
ー１４及び清掃体取付け部２０ｂと同形の櫛刃状に形成されている。
【００２４】
　これにより、清掃体２３に形成された各山部２３ａから谷部２３ｂおよび傾斜部２３ｃ
も含め、清掃体２３の各部における長さは全て同一となり(L1=L2=L3)、フィルター１４に
接触する接触圧も均一となり、除塵効果も、フィルター１４の山部１４ａ、谷部１４ｂも
傾斜部１４ｃも全て取り残しなく均一になるものである。
【００２５】
　２６は、モーターなどからなり、除塵体１９を枠体１５の上端１５ｂから下端１５ｃま
で移動させるための第１の駆動手段となる駆動体で、軸体２０の一端に連結されている。
２７は、軸体２０の軸部２０ｂに固着または嵌合されると共に、ギア受け壁２１のギア２
１ａに噛み合い、駆動体２６の回転を、所定の回転に制御すなわち除塵体１９の回転を制
御するための回転駆動ギアである。
【００２６】
　２２は、軸体２０の、駆動体２６と反対側の軸部２０ｂの端部に回転自在に取着された
ローラーで、ローラー２２の上下左右は、枠体１５に設けたローラー受溝（下）１５ｄと
、本体ケース１に設けたローラ受溝(上)１ａとで回転自在に支持され、除塵体１９や駆動
体２６が正規の位置間をぶれなく移動できるようにするための役目を果すものである。
【００２７】
　２８は、本体ケース１に形成され、枠体１５の外周囲を保持する枠体支持部、２９は、
左右のガイド１６の上部を保持するガイド支持体で、本体ケース１の一部に形成されてい
る。３１は、除塵体１９によって除塵された塵埃を受け、収納する塵埃ボックスで、枠体
１５の下流面１５ｆの下部に設けた突起１５ｅと着脱自在に嵌合する突起嵌合穴３１ａと
、塵埃を受け、収納する収納部３１ｂより構成されている。
【００２８】
　除塵体１９の下降により、フィルター１４から除塵された塵埃が、収納部３１ｂに収納
され、溜まった塵埃を廃棄処理するときは、本体ケース１の前面に設けた開閉蓋１１を開
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け、収納部３１ｂを、枠体１５から取り外して簡単に処理することができる。
【００２９】
　以上のように構成された本実施例における空気調和機の動作、作用は、以下の通りであ
る。
【００３０】
　リモコン（図示せず）で、冷房又は暖房のいずれかを選択し、希望の温度や風の強さを
設定した後、操作スイッチ（図示せず）をＯＮすると、制御体９により、送風機８や圧縮
機（図示せず）の運転が開始し、室内の外気は、吸込み口３から流入し、フィルター体６
を通過するが、この時、外気に含まれた塵埃が捕獲される。フィルター体６により清浄化
された外気は、熱交換器７で熱交換されて、所定の温度乃至湿度になり、送風機８を通過
して、排気口４より室内に放出される。
【００３１】
　所定時間の冷房又は暖房運転が終了すると、制御体９により、駆動体２６が運転を開始
し、除塵体１９が回転しながら下降し、この間に、フィルター１４の上流面に捕獲された
塵埃を下方に移動させ、塵埃ボックス３１に収納させる。除塵体１９が、所定の位置、例
えば、フィルター１４の下端まで下降すると、駆動体２６が逆転し、除塵体１９を上方に
移動し、所定の位置、例えば、フィルター１４の上端で停止する。この結果、フィルター
１４に付着していた塵埃がキレイに除去され、塵埃が残っていないために、外気は、再び
フィルター１４をスムーズに通過するようになって、送風機８には負荷がかからず、振動
や騒音も軽減されることになる。
【００３２】
　又、本実施例では、断面が山部１４ａや谷部１４ｂ及び傾斜部１４ｃを有する櫛刃状に
形成されたフィルター１４と清掃体２３が、略同一形状で、かつ、清掃体２３の各、谷部
２３ｂと山部２３ａ及び傾斜部２３ｃ間のそれぞれにおいて全長が同一に形成されている
ので、フィルター１４と清掃体２３の接触力は全ての箇所で同一になり、フィルター１４
に捕獲された塵埃は、その全面においてムラなく清掃体２３により剥離、除去される。
【００３３】
　なお、塵埃ボックス３１に塵埃が所定量収納されたら、本体ケース１に設けた開閉蓋１
１を開け、塵埃ボックス３１を、枠体１５から取り外し、廃棄処理すればよい。
【００３４】
　尚、塵埃ボックス３１に、塵埃量を検知する塵埃センサー等を設け、塵埃が所定量に達
したときに、それを使用者に、ＬＥＤなどの表示手段（図示せず）や、ブザーなどの報知
手段（図示せず）を介して報知すれば、塵埃処理がより便利になることは言うまでもない
ことである。
【００３５】
　（実施例２）
【００３６】
　図６は、本発明の第２の実施例における空気調和機のフィルター体と除塵体との構成を
示す断面図、図７は、同空気調和機の除塵体の分解斜視図である。尚、上記第１の実施例
における空気調和機と同一部分については、同一符号を付与し、それらの説明を省略する
。
【００３７】
　本実施例における空気調和機では、フィルター１４の山部１４ａにフラット面として山
部ストレート部１４ｄが、谷部１４ｂに、同じくフラット面として谷部ストレート部１４
ｅがそれぞれ形成され、更に、清掃体２３のフィルター１４との接触部についても、谷部
２３ｂ、山部２３ａのそれぞれに、フラットな清掃体谷部ストレート部２３ｄと清掃体山
部ストレート部２３ｅが形成されている。
【００３８】
　本実施例における清掃体２３が取り付けられる軸体２０の清掃体取付部２０ａは、図７
に示すように、外観が円筒状で、外表面が櫛刃状に形成され、軸方向に、清掃体２３を、
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取り付けるための複数の清掃体保持溝２０ｃが、同じく櫛刃状に形成されている。
【００３９】
　これにより、フィルター１４の山部１４ａや谷部１４ｂに鋭利な傾斜面が形成されない
ために、特に、塵埃は、フィルター１４のフラットな谷部ストレート部１４ｅに堆積する
ので、除去しやすいものである。なお、清掃体２３の清掃体谷部ストレート部２３ｄと清
掃体山部ストレート部２３ｅの部分での根元から先端までの長さは、同一のために、フィ
ルター１４との接触力も同一になり、常に、均一な清掃性能が得られるものである。
【００４０】
　（実施例３）
【００４１】
　図８は、本発明の第３の実施例における空気調和機の除塵体の分解斜視図である。尚、
上記実施例における空気調和機と同一部分については、同一符号を付与し、それらの説明
を省略する。
【００４２】
　図８において、本実施例における空気調和機の除塵体３３は、外周長手方向に、且つ放
射状のリブ３４ａが複数形成された軸体３４と、リブ３４ａに固着される清掃体３５から
構成され、リブ３４ａの形状は、山部３４ｂと谷部３４ｃ及び傾斜部３４ｄを有した断面
が櫛刃状で、山部３４ｂと谷部３４ｃは、それぞれ、山部ストレート部３４ｅと谷部スト
レート部３４ｆが設けられている。さらに、リブ３４ａには、該リブ３４ａと同形状の山
部３４ｈや谷部３４ｉを有するブラシ保持溝３４ｇが設けられている。
【００４３】
　清掃体３５は、全長が同一の多数の細径の棒状ブラシより成るブラシ体３６と、ブラシ
体３６の根元を保持するとともに、ブラシ保持溝３４ｇに、挿入固定されるブラシ保持体
３７より構成され、ブラシ保持体３７も、保持体山部ストレート部３７ａや保持体谷部ス
トレート部３７ｂが形成されている。
【００４４】
　以上のように、本実施例によれば、軸体３４に清掃体３５を取り付けるときは、リブ３
４ａに設けたブラシ保持溝３４ｇに、清掃体３５のブラシ保持体３７を挿入し、固定する
だけで良いので、除塵体３３の製造、組み立てが容易になり、安価に提供することが出来
る。
【００４５】
　（実施例４）
【００４６】
　図９は、本発明の第４の実施例における空気調和機の除塵体とフィルター体の関係を示
す断面図、図１０は、同除塵体の分解斜視図である。尚、上記実施例における空気調和機
と同一部分については、同一符号を付与し、それらの説明を省略する。
【００４７】
　上記第１～３の実施例では、フィルター体を所定の位置に固定し、除塵体をフィルター
体の上流側の表面に沿って移動させるようにしたが、本実施例は、除塵体の取り付け位置
を固定し、フィルター体を移動させるようにしたものである。
【００４８】
　図９、１０において、３９は、フィルター４０と、フィルター４０の外周を保持する枠
体４１からなるフィルター体で、枠体４１の両端は、本体ケース１に設けたフィルター可
動支持部１ｂにより移動自在に保持されると共に、枠体４１の一側には、ギア受け４１ａ
が上下方向に延設されている。４２は、フィルター体３９を上下方向に駆動するモータな
どからなる駆動体（第１の駆動手段）で、ギア受け４１ａと噛み合うとともに、駆動体４
２の動力を所定速度に制御するための減速ギア４３と連結されている。
【００４９】
　４４は、除塵体で、両端に、本体ケース１に設けた除塵体支持部３８に回動自在に軸支
される軸４５ａを有すると共に、一側に清掃体保持溝４５ｂを有する軸体４５と、端面が
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清掃体保持溝４５ｂに挿入固着されるとともに、シート状の弾性部材から打ち抜いて形成
された清掃体４６から構成されている。清掃体保持溝４５ｂの端面形状は、山部４５ｃと
谷部４５ｄ及び傾斜部４５ｅを有した断面が櫛刃状で、山部４５ｃと谷部４５ｄは、それ
ぞれ、山部ストレート部４５ｆと谷部ストレート部４５ｇが設けられている。清掃体保持
溝４５ｂの底部４５ｈは、清掃体保持溝４５ｂの端面と平行に形成されている。
【００５０】
　更に、清掃体４６の両端の形状は、清掃体保持溝４５ｂの底部４５ｈと同一形状で、し
かも平行に形成されている。すなわち、清掃体４６の、山部、谷部、傾斜部を問わず長手
方向の各部での長さＬが一定になるように形成されている。
【００５１】
　本実施例における空気調和機は、以上のように構成されているので、駆動体４２が運転
すると、断面が櫛刃状に形成されたフィルター４０を有するフィルター体３９が移動をし
、その間に、端面が同じく櫛刃状に形成された除塵体４４の清掃体４６が、フィルター４
０から塵埃を強制剥離することが出来る。以上のように、フィルター体３９を移動させる
ようにしても、除塵力を均一で、フィルター体３９全体の塵埃除去効率の高い空気調和機
を提供することが出来る。
【００５２】
　また、除塵体４４を回転自在に構成したので、フィルター４０と除塵体４４の接触抵抗
が軽減され、駆動体４２の駆動力が小さく済むので、小型軽量化が可能となる。
【００５３】
　尚、本実施例では、除塵体４４を、本体ケース１に回動自在に設けたが、手動で回動す
る様にしても良い。
【００５４】
　又、清掃体４６を、シート状の材料から形成する代わりに、細径ブラシの集合体で形成
しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機は、フィルター体のフィルターの全域に渡っ
て除塵力を均一にして、フィルター体全体の塵埃除去効率が高いもので、各種空気調和機
に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の第１の実施例における空気調和機の断面図
【図２】同空気調和機のフィルター体と除塵体の取付け状態を示す横断面図
【図３】同フィルター体と除塵体の取付け構成を示す図
【図４】図３のＡ－Ａ断面図
【図５】同除塵体の清掃体の斜視図
【図６】本発明の第２の実施例における空気調和機のフィルター体と除塵体との構成を示
す断面図
【図７】同空気調和機の除塵体の分解斜視図
【図８】本発明の第３の実施例における空気調和機の除塵体の分解斜視図
【図９】本発明の第４の実施例における空気調和機の除塵体とフィルター体の関係を示す
断面図
【図１０】同除塵体の分解斜視図
【符号の説明】
【００５７】
１　　本体ケース
３　　吸込み口
４　　排気口
５　　通風路
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６、３９　フィルター体
８　　送風機　
１４、４０　フィルター
１４ａ、２３ａ、３４ｂ、３４ｈ、４５ｃ　山部
１４ｂ、２３ｂ、３４ｃ、３４ｉ、４５ｄ　谷部
１４ｃ、２３ｃ、３４ｄ、４５ｅ　傾斜部
１５、４１　　枠体　
１９、３３、４４　除塵体
２０、３４、４５　軸体
２３、３５、４６　清掃体
２３ｄ　清掃体谷部ストレート部（フラット面）
２３ｅ　清掃体山部ストレート部（フラット面)　
２６、４２　駆動体（第１の駆動手段）
３４ｅ、４５ｆ　山部ストレート部（フラット面)　
３４ｆ、４５ｇ　谷部ストレート部（フラット面）
３７ａ　　保持体山部ストレート部（フラット面）　
３７ｂ　　保持体谷部ストレート部（フラット面）

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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